
会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　暑い日が続いております。皆様体調
には十分配慮され、元気にお過ごしくだ
さい。最近また新型感染症がジワリと
拡大しているようです。以前とは違いま
すが、また少し注意が必要になっている
ようです。
　本日は、米山ガバナーによる公式訪問

です。米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹事、
よろしくお願いいたします。
　さて、先日弊社の若い社員が、電話の「市外局番」という
ものを知らないと言っていました。確かに、携帯電話では
全ての番号を入力して発信しますが、市内通話、この近辺
では燕、加茂は固定電話であれば「市外局番」は不要です。
そのことを知らないでいることに少々驚いてしまいました。

　先ほどガバナーとの懇談会で、「会長は改革に
ついてどのようにお考えですか？」との問いがござ
いました。私は「改革は大切ですが、過去の経緯を
知り、その問題を解決するよう改革することが必要
だと思います。」と回答いたしました。
　コロナ時代で継承されにくかった過去の三条ロー
タリークラブを今年、できるだけ紡いでいきたいと
思います。

幹事報告
　　　　　　 船越良則 副幹事

◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「第1回ガバナー補佐会議のご案内」
　　　日　時　8月19日（土）受付 16：00～
　　　会　場　長岡市社会福祉センター トモシア
◎地区事務所より
  「国際奉仕フォーラムディスカッションのご案内」
　　　日　時　8月20日（日）受付 13：30～
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎地区事務所より
  「第1回ロータリー財団セミナーのご案内」
　　　日　時　8月26日（土）受付 13：00～
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎第4分区 小出ガバナー補佐より
  「第4分区IMのご案内」
　　　日　時　9月30日（土）受付 13：00～
　　　会　場　ジオ・ワールド ビップ

ニコニコBOX　
ガバナー  米山忠俊様
　米山ガバナーよりニコニコBOXにご協力いただ
いております。ありがとうございます。

吉井直樹会長
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
宜しくお願いいたします。

荻根澤隆雄さん
　先週の当クラブ納涼例会にて親睦委員長早川さん
はじめ委員の皆様、ご苦労様でした。大変に楽し
かったです。

　米山ガバナーありがとうございます。
五十嵐晋三さん
　米山ガバナー、三条クラブ一同心より歓迎申し
上げます。本日はご指導よろしくお願いいたし
ます。

渡辺良一さん
　キケンな日々が続きます。くれぐれもご自愛下さい。
　米山ガバナーようこそ三条RCへ。よろしくお願い
致します。

野崎喜一郎さん
　暑い、暑い、暑い。
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
　体調を崩さないように。
小林吾郎さん
　紙の加工機を見にベネチアに行ってました。
The 観光地でした。お土産はありません。

中村友昭さん
　先週は納涼例会おつかれ様でした。
外山浩玲さん
　暑いでなく、熱いです。
　米山ガバナー宜しくお願いします。
梨本次郎さん
　先日、大学1年生と高校1年生の娘と3人でライブ
に行ってきました。とても幸せな時間を過ごせま
した。

　本日は米山ガバナー訪問ありがとうございます。
渡部　宏さん、　 重山直明さん、　 嘉瀬一洋さん、
小越憲泰さん、　 明田川賢一さん、 渋谷政道さん、
安達俊明さん、　 西山徳芳さん、　 丸山行彦さん、
高橋俊樹さん、　 斎藤弘文さん、　 松永一義さん、
歸山　肇さん、　 金子俊郎さん、　 中村和彦さん、
松永隆夫さん、　 五十嵐博宣さん、 衛藤泰男さん、
高橋　司さん、　 杉山幸英さん、　 石橋育於さん、
早川滝徳さん、　 柳取崇之さん、　 成田秀雄さん、
船越良則さん、　 野水靖之さん、　 菊池　渉さん、
丸山鉄兵さん
　米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹
事を心より歓迎申し上げます。ご指導よろしく
お願いいたします。

　　　　　　　　7月 2 6日分　￥    41,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  174,000

「ガバナー講話」
　　国際ロータリー第2560地区
　　　　ガバナー　米山忠俊 様

　皆さんこんにちは。
　今年度第2560地区のガバナーを
務めさせて頂きます米山でござ
います。本日は公式訪問として
三条ロータリークラブに伺わせ

て頂きました。
　吉井会長、小林幹事、会員の皆様、公式訪問開催
にあたりご尽力頂きましてありがとうございました。
三条ロータリークラブが私の8回目のクラブ訪問に
なります。まだまだなりたてホヤホヤで大変緊張
しておりますが、今日は地元三条での公式訪問で
喜びもあります。こちらのクラブには、私や北ロー
タリークラブが大変お世話になっております。三条
ロータリークラブのお役に立てるように務めさせて
頂きますので、宜しくお願い致します。
　本日は時間の制約もありますので、ゴードンRI
会長のお話や第2560地区の運営方針等についての
細かい説明やこちらからのお願いは、先の3月の
PETS、5月の地区研修協議会において、参加者の皆
さんからしっかり勉強して頂きましたので、今日は
簡潔にお話しさせて頂きます。
　まず簡単な自己紹介と私のロータリー歴を、そし
てゴードンRI会長の紹介、最後に地区運営方針につ
いてお話しさせて頂きます。最初に自己紹介をさせ
て頂きます。
　私は1944年4月22日生まれ、現在79歳になりま
した。私は、養子でございまして、3歳から三条市
北四日町というところで育ちました。この時代、
養子というのは珍しいことではなかったのですが、
育ての母が素晴らしい人で、血のつながらない私を
大きな愛で慈しみ育ててくれました。また、父は
戦争で負った傷がもとで若くして亡くなりましたの
で、母が家業の溶接の仕事をし、家族を養っていま
した。私は早く母を楽にしてやりたい、との思いで
中学校を出ると仕事を覚えるために長岡職業訓練校
に行き、その後鉄工所に一年勤め、19歳の時、家業
の米山溶接所を継ぎました。その後米山鉄工所、
米山建設株式会社に名称を変え、業務転換を図り、
事業の範囲も三条から県全域にそして全国にと拡大
し現在に至っております。
　また、私は26歳の時に結婚し、ありがたいことに
男児3人を授かりました。そして、60歳の時、妻が
長い闘病の末、ガンでこの世を去った後はがむしゃ
らに会社の規模を拡大することに力を注ぎました。
数年して、会社も軌道に乗り子どもたちもみな独立

すると、ふと私が母からもらった大きな愛を私も誰
かにあげたい。そんな気持ちが大きくなりました。
この自分の気持ちに正直に生きたいと思い、後進に
道を譲る事にしました。会社の社長を弟に譲り、考
えに賛同してくれた幼なじみと再婚し、今は活動を
応援してくれている長男と3人家族で毎日過ごして
います。
　母が私にくれた慈愛の心を、次の世代に受け継ご
うと迎え入れた米山記念奨学生のファム君は、母国
ベトナムと日本の懸け橋になろうと来日した熱い志
をもった青年です。ベトナムから来た当時ファム君
は、アルバイトを三つも掛け持ちしながら、長岡
技術科学大学で勉強していました。米山記念奨学生
になり勉学により集中できるようになったファム君
は大学院を卒業後日本の会社に就職し、出向という
形でベトナムのハノイで毎日頑張っていると、よく
連絡をくれます。ファム君は今でも私の事をお父
さんと呼んでくれますし、もちろん私もファム君は
家族、息子だと思っています。
　さて、私とロータリーの出会いは私が40歳の時、
友人から新しいクラブが創立されるので、一緒に
入らないか、と誘われたことがきっかけでした。
それが1986年創立の三条北ロータリークラブでチャー
ターメンバー 26名のうちの1人が私でした。現在
三条北ロータリークラブは創立37年、2006-07年度に
中條耕二ガバナーを輩出したクラブです。現在の
会員数は52名、平均年齢は64.8歳です。
　私は2003-04年度には地区会員増強委員長を務め、
全国1位の栄光を手にしました。また、2006-07年度
に地区副幹事を務めた時には、地区拡大として三条
東ロータリークラブを立ち上げ、特別代表に就任
致しました。
　では、今年度のゴードンRI会長について紹介させ
て頂きます。ロータリーの友7月号にゴードンRI
会長のメッセージや横顔が紹介されていました。
見てない方は7月号を読んで下さい。
　ゴードンRI会長は、イギリス、スコットランドの
歯医者さんで1958年生まれの65歳、26歳でロータ
リークラブに入会した後に国際ロータリーの理事や
各種委員長を歴任されロータリーの様々なことに
精通した方です。今年の正月明けにアメリカのオー
ランドで行われた国際協議会で実際にお会いし講演
を聞いてきたのですが、とても立派な講演でした。
初めてお会いした時は、身長は2メートルもありそ
うなほど高く体の幅も広く黒縁の眼鏡をかけ、一見
怖そうな大男、という印象でしたが、握手をして
挨拶を交わすと和やかで親しみのある心優しい気さ
くな会長さんでした。パートナーのヘザーさんとも
仲が良くいつも寄り添っておられました。
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　今年度の国際ロータリーのテーマは「世界に希望
を生みだそう」です。テーマに対する具体的なロー
タリーのビジョンとして皆さん全員に暗記していて
ほしいと思う部分があります。それは「私たちは、
世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続
可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り
合って行動する世界を目指しています。」という
言葉です。ロータリー活動すべてにおける目標は、
破壊的な紛争から世界が立ち直れるように、希望を
取り戻すことです。そうすれば、私たち自身のため
に持続可能な変化をもたらすことが可能となり
ます。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある
未来の土台を築いています。私たちが得意とするこ
とを継続すると同時に、変化に対して前向きになり、
世界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げ
ば、ロータリーはより平和で、より希望のある世界
を築く手助けができます。継続していくべき活動、
例えばローターアクトクラブとの協力やDEIの促進、
ポリオ根絶などは力強く継続していく、しかし一方
で、世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
視点を、進んで受け入れていくこともとても重要で
す。」
　最後に2560地区の話をさせて頂きます。
　私が入会した1986年からはもちろん、たった3年
前の2020年からも社会構造はガラッと変わりまし
た。人口動態が変わり、変化のスピードが加速し、
コロナ禍における社会の変容もまだこの先続いてい
くでしょう。
　日本国内において、会員数はピーク時13万人を
超えていましたが現在では9万人を割っています。
会員の減少は全国的な問題で、人口の減少が要因の
部分が大きく2560地区でも同じです。会員減少を
いかに防いでいくかは、クラブ会長をはじめ会員の
皆さん一人ひとりが真に自分のクラブをよくしたい
という気持ちで増強に取り組むしかないと思いま
す。会員減少による資金不足により奉仕活動が減少、
活動の規模が縮小するなど様々な支障が出てきて
います。近年では頸北クラブ、五泉クラブが残念な
がら解散してしまいました。分区、各クラブは会員
減少を防ぐよう、クラブ解散にならないよう一層の
努力をお願い致します。先ほど、会員増強で全国
1位になった、という話をしましたが、私が目を付
けたのは女性会員の増強でした。増強委員で手分け
してすべてのクラブを回ったり、東京から女性会員
の方に来て頂きセミナーを開催したりと、手探り
ながら様々なことを試みました。その結果、周りの
皆様の助力のおかげで、全国1位というタイトルを
戴くことができました。時代も変わりましたので、
具体的な参考にはならないと思いますが、ぜひ当時

の私たちのように試行錯誤しながら、様々な活動を
行って頂きたいです。
　今年度の地区運営方針は「ロータリーの心で友情
を深めよう」です。楽しくない、友情も育まれない
ようなクラブに入り活動を共にしたいと思う人はい
るでしょうか。一人ひとりのロータリアンが楽しみ
ながら、奉仕の理想で活動してほしいと思います。
　地区としては、ローターアクトに対しての支援や
DEIの促進、イメージアップに今以上に力を入れて
いく所存です。またロータリーの友やガバナー月信
はとても良い教材であり、とても面白い読み物でも
あるのでぜひ活用して下さい。来年の5月にシンガ
ポール国際大会が開催されますので大熱の皆様の
ご参加お待ちしております。
　以上、第2560地区のクラブ運営、これから進むべ
き道筋、今の状況からいかに先に！明るい光を見い
出す方向に進んで行くか！私の気持をお話しさせて
頂きましたが、より具体的にそれらの課題の実現に
向けて実行して行く為に髙橋直前ガバナーの下に
昨年度、研修準備委員会が設置され活動が始められ
ました。そして米山年度には地区研修委員会を立ち
上げ、南雲年度から本格的に軌道に乗せるために、
地区で研修する機会を設ける事になりました。活性
化の重要課題としては
　①地区研修の強化
　②地区事務所の更なる機能強化
　③分区の再編について
　④災害への対応について、などです。
　上記の課題に取り組み、地区やクラブの活性化を
強力に支援する「地区研修委員会」です。組識は
佐藤真PDG、各クラブからロータリーに精通した
17名の研修チームに髙橋秀樹PDG、関川博川瀬年度
地区幹事が加わり心強い支援組織が出来ました。
米山年度のスタートと共に活動を開始致しますが、
皆さん一緒に楽しくそして真剣にロータリーの事を
学びましょう。
　髙橋年度より受けたバトンをより良い形で南雲
年度に引き継げる様にご支援とご力をお願い致し
ます。
　結びに、私は79歳になって今自分の人生を振り
返って見ますと、経営者として、そしてロータリ
アンとして歩んで来た人生であったと思います。
私の経営者としての心得は信用第一。人間関係を
大事にして来ました。
　ロータリアンとしての心得は、世の為人の為です。
私にとって世の為人の為に行動する事は、人生の生
き甲斐でもあります。人間もロータリーも死ぬまで
やめられません。
　人が生れたら死ぬまで人であるように、ロータリ

アンも死ぬまでロータリアンです。ロータリーに関
われる事が出来て最高じゃないかと思っています。
　皆さん信用第一に素晴しい人生をロータリーと
共に歩んで行きましょう。

　終りに三条ロータリークラブの今後増々のご発展
をご祈念致しまして講話を終らせて頂きます。ご清
聴ありがとうございました。
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■本日の出席会員数：56名中40名
■先々週出席率：73.21％

【ゲスト】
 ・国際ロータリー第2560地区ガバナー
　　　　　  米山忠俊 様（三条北RC）
 ・第4分区ガバナー補佐
　　　　　  小出和子 様（三条東RC）
 ・地区幹事 石黒隆夫 様（三条北RC）

【ヴィジター】
 ・三条RAC会長　笠原天地さん、
 ・幹事　　　　　川越健矢さん

【先週のメークアップ】
［7.20］三条RACへ
・松永隆夫さん、　渡部　宏さん
［7.22］地区補助金オリエンテーション
　　　　　　　　　　　　　（新潟）へ
・吉井直樹さん
［7.24］三条南RCへ
・柳取崇之さん、　関川　博さん、
・松永隆夫さん、　小林吾郎さん
［7.25］米山年度第1回地区研修委員会
　　　　　　　　　　　　　（長岡）へ
・関川　博さん、　早川滝徳さん
［7.25］米山年度 地区大会実行委員会
　　　　　　　　　　　　　（三条）へ
・中村和彦さん

「上堰潟公園のひまわり」

ロータリーの心で
友情を深めよう

「米山忠俊ガバナー
　　　　　公式訪問」
「米山忠俊ガバナー
　　　　　公式訪問」



会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　暑い日が続いております。皆様体調
には十分配慮され、元気にお過ごしくだ
さい。最近また新型感染症がジワリと
拡大しているようです。以前とは違いま
すが、また少し注意が必要になっている
ようです。
　本日は、米山ガバナーによる公式訪問

です。米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹事、
よろしくお願いいたします。
　さて、先日弊社の若い社員が、電話の「市外局番」という
ものを知らないと言っていました。確かに、携帯電話では
全ての番号を入力して発信しますが、市内通話、この近辺
では燕、加茂は固定電話であれば「市外局番」は不要です。
そのことを知らないでいることに少々驚いてしまいました。

　先ほどガバナーとの懇談会で、「会長は改革に
ついてどのようにお考えですか？」との問いがござ
いました。私は「改革は大切ですが、過去の経緯を
知り、その問題を解決するよう改革することが必要
だと思います。」と回答いたしました。
　コロナ時代で継承されにくかった過去の三条ロー
タリークラブを今年、できるだけ紡いでいきたいと
思います。

幹事報告
　　　　　　 船越良則 副幹事

◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「第1回ガバナー補佐会議のご案内」
　　　日　時　8月19日（土）受付 16：00～
　　　会　場　長岡市社会福祉センター トモシア
◎地区事務所より
  「国際奉仕フォーラムディスカッションのご案内」
　　　日　時　8月20日（日）受付 13：30～
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎地区事務所より
  「第1回ロータリー財団セミナーのご案内」
　　　日　時　8月26日（土）受付 13：00～
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎第4分区 小出ガバナー補佐より
  「第4分区IMのご案内」
　　　日　時　9月30日（土）受付 13：00～
　　　会　場　ジオ・ワールド ビップ

ニコニコBOX　
ガバナー  米山忠俊様
　米山ガバナーよりニコニコBOXにご協力いただ
いております。ありがとうございます。

吉井直樹会長
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
宜しくお願いいたします。

荻根澤隆雄さん
　先週の当クラブ納涼例会にて親睦委員長早川さん
はじめ委員の皆様、ご苦労様でした。大変に楽し
かったです。

　米山ガバナーありがとうございます。
五十嵐晋三さん
　米山ガバナー、三条クラブ一同心より歓迎申し
上げます。本日はご指導よろしくお願いいたし
ます。

渡辺良一さん
　キケンな日々が続きます。くれぐれもご自愛下さい。
　米山ガバナーようこそ三条RCへ。よろしくお願い
致します。

野崎喜一郎さん
　暑い、暑い、暑い。
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
　体調を崩さないように。
小林吾郎さん
　紙の加工機を見にベネチアに行ってました。
The 観光地でした。お土産はありません。

中村友昭さん
　先週は納涼例会おつかれ様でした。
外山浩玲さん
　暑いでなく、熱いです。
　米山ガバナー宜しくお願いします。
梨本次郎さん
　先日、大学1年生と高校1年生の娘と3人でライブ
に行ってきました。とても幸せな時間を過ごせま
した。

　本日は米山ガバナー訪問ありがとうございます。
渡部　宏さん、　 重山直明さん、　 嘉瀬一洋さん、
小越憲泰さん、　 明田川賢一さん、 渋谷政道さん、
安達俊明さん、　 西山徳芳さん、　 丸山行彦さん、
高橋俊樹さん、　 斎藤弘文さん、　 松永一義さん、
歸山　肇さん、　 金子俊郎さん、　 中村和彦さん、
松永隆夫さん、　 五十嵐博宣さん、 衛藤泰男さん、
高橋　司さん、　 杉山幸英さん、　 石橋育於さん、
早川滝徳さん、　 柳取崇之さん、　 成田秀雄さん、
船越良則さん、　 野水靖之さん、　 菊池　渉さん、
丸山鉄兵さん
　米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹
事を心より歓迎申し上げます。ご指導よろしく
お願いいたします。

　　　　　　　　7月 2 6日分　￥    41,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  174,000

「ガバナー講話」
　　国際ロータリー第2560地区
　　　　ガバナー　米山忠俊 様

　皆さんこんにちは。
　今年度第2560地区のガバナーを
務めさせて頂きます米山でござ
います。本日は公式訪問として
三条ロータリークラブに伺わせ

て頂きました。
　吉井会長、小林幹事、会員の皆様、公式訪問開催
にあたりご尽力頂きましてありがとうございました。
三条ロータリークラブが私の8回目のクラブ訪問に
なります。まだまだなりたてホヤホヤで大変緊張
しておりますが、今日は地元三条での公式訪問で
喜びもあります。こちらのクラブには、私や北ロー
タリークラブが大変お世話になっております。三条
ロータリークラブのお役に立てるように務めさせて
頂きますので、宜しくお願い致します。
　本日は時間の制約もありますので、ゴードンRI
会長のお話や第2560地区の運営方針等についての
細かい説明やこちらからのお願いは、先の3月の
PETS、5月の地区研修協議会において、参加者の皆
さんからしっかり勉強して頂きましたので、今日は
簡潔にお話しさせて頂きます。
　まず簡単な自己紹介と私のロータリー歴を、そし
てゴードンRI会長の紹介、最後に地区運営方針につ
いてお話しさせて頂きます。最初に自己紹介をさせ
て頂きます。
　私は1944年4月22日生まれ、現在79歳になりま
した。私は、養子でございまして、3歳から三条市
北四日町というところで育ちました。この時代、
養子というのは珍しいことではなかったのですが、
育ての母が素晴らしい人で、血のつながらない私を
大きな愛で慈しみ育ててくれました。また、父は
戦争で負った傷がもとで若くして亡くなりましたの
で、母が家業の溶接の仕事をし、家族を養っていま
した。私は早く母を楽にしてやりたい、との思いで
中学校を出ると仕事を覚えるために長岡職業訓練校
に行き、その後鉄工所に一年勤め、19歳の時、家業
の米山溶接所を継ぎました。その後米山鉄工所、
米山建設株式会社に名称を変え、業務転換を図り、
事業の範囲も三条から県全域にそして全国にと拡大
し現在に至っております。
　また、私は26歳の時に結婚し、ありがたいことに
男児3人を授かりました。そして、60歳の時、妻が
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数年して、会社も軌道に乗り子どもたちもみな独立

すると、ふと私が母からもらった大きな愛を私も誰
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家族、息子だと思っています。
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友人から新しいクラブが創立されるので、一緒に
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会員数は52名、平均年齢は64.8歳です。
　私は2003-04年度には地区会員増強委員長を務め、
全国1位の栄光を手にしました。また、2006-07年度
に地区副幹事を務めた時には、地区拡大として三条
東ロータリークラブを立ち上げ、特別代表に就任
致しました。
　では、今年度のゴードンRI会長について紹介させ
て頂きます。ロータリーの友7月号にゴードンRI
会長のメッセージや横顔が紹介されていました。
見てない方は7月号を読んで下さい。
　ゴードンRI会長は、イギリス、スコットランドの
歯医者さんで1958年生まれの65歳、26歳でロータ
リークラブに入会した後に国際ロータリーの理事や
各種委員長を歴任されロータリーの様々なことに
精通した方です。今年の正月明けにアメリカのオー
ランドで行われた国際協議会で実際にお会いし講演
を聞いてきたのですが、とても立派な講演でした。
初めてお会いした時は、身長は2メートルもありそ
うなほど高く体の幅も広く黒縁の眼鏡をかけ、一見
怖そうな大男、という印象でしたが、握手をして
挨拶を交わすと和やかで親しみのある心優しい気さ
くな会長さんでした。パートナーのヘザーさんとも
仲が良くいつも寄り添っておられました。

　今年度の国際ロータリーのテーマは「世界に希望
を生みだそう」です。テーマに対する具体的なロー
タリーのビジョンとして皆さん全員に暗記していて
ほしいと思う部分があります。それは「私たちは、
世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続
可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り
合って行動する世界を目指しています。」という
言葉です。ロータリー活動すべてにおける目標は、
破壊的な紛争から世界が立ち直れるように、希望を
取り戻すことです。そうすれば、私たち自身のため
に持続可能な変化をもたらすことが可能となり
ます。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある
未来の土台を築いています。私たちが得意とするこ
とを継続すると同時に、変化に対して前向きになり、
世界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げ
ば、ロータリーはより平和で、より希望のある世界
を築く手助けができます。継続していくべき活動、
例えばローターアクトクラブとの協力やDEIの促進、
ポリオ根絶などは力強く継続していく、しかし一方
で、世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
視点を、進んで受け入れていくこともとても重要で
す。」
　最後に2560地区の話をさせて頂きます。
　私が入会した1986年からはもちろん、たった3年
前の2020年からも社会構造はガラッと変わりまし
た。人口動態が変わり、変化のスピードが加速し、
コロナ禍における社会の変容もまだこの先続いてい
くでしょう。
　日本国内において、会員数はピーク時13万人を
超えていましたが現在では9万人を割っています。
会員の減少は全国的な問題で、人口の減少が要因の
部分が大きく2560地区でも同じです。会員減少を
いかに防いでいくかは、クラブ会長をはじめ会員の
皆さん一人ひとりが真に自分のクラブをよくしたい
という気持ちで増強に取り組むしかないと思いま
す。会員減少による資金不足により奉仕活動が減少、
活動の規模が縮小するなど様々な支障が出てきて
います。近年では頸北クラブ、五泉クラブが残念な
がら解散してしまいました。分区、各クラブは会員
減少を防ぐよう、クラブ解散にならないよう一層の
努力をお願い致します。先ほど、会員増強で全国
1位になった、という話をしましたが、私が目を付
けたのは女性会員の増強でした。増強委員で手分け
してすべてのクラブを回ったり、東京から女性会員
の方に来て頂きセミナーを開催したりと、手探り
ながら様々なことを試みました。その結果、周りの
皆様の助力のおかげで、全国1位というタイトルを
戴くことができました。時代も変わりましたので、
具体的な参考にはならないと思いますが、ぜひ当時

の私たちのように試行錯誤しながら、様々な活動を
行って頂きたいです。
　今年度の地区運営方針は「ロータリーの心で友情
を深めよう」です。楽しくない、友情も育まれない
ようなクラブに入り活動を共にしたいと思う人はい
るでしょうか。一人ひとりのロータリアンが楽しみ
ながら、奉仕の理想で活動してほしいと思います。
　地区としては、ローターアクトに対しての支援や
DEIの促進、イメージアップに今以上に力を入れて
いく所存です。またロータリーの友やガバナー月信
はとても良い教材であり、とても面白い読み物でも
あるのでぜひ活用して下さい。来年の5月にシンガ
ポール国際大会が開催されますので大熱の皆様の
ご参加お待ちしております。
　以上、第2560地区のクラブ運営、これから進むべ
き道筋、今の状況からいかに先に！明るい光を見い
出す方向に進んで行くか！私の気持をお話しさせて
頂きましたが、より具体的にそれらの課題の実現に
向けて実行して行く為に髙橋直前ガバナーの下に
昨年度、研修準備委員会が設置され活動が始められ
ました。そして米山年度には地区研修委員会を立ち
上げ、南雲年度から本格的に軌道に乗せるために、
地区で研修する機会を設ける事になりました。活性
化の重要課題としては
　①地区研修の強化
　②地区事務所の更なる機能強化
　③分区の再編について
　④災害への対応について、などです。
　上記の課題に取り組み、地区やクラブの活性化を
強力に支援する「地区研修委員会」です。組識は
佐藤真PDG、各クラブからロータリーに精通した
17名の研修チームに髙橋秀樹PDG、関川博川瀬年度
地区幹事が加わり心強い支援組織が出来ました。
米山年度のスタートと共に活動を開始致しますが、
皆さん一緒に楽しくそして真剣にロータリーの事を
学びましょう。
　髙橋年度より受けたバトンをより良い形で南雲
年度に引き継げる様にご支援とご力をお願い致し
ます。
　結びに、私は79歳になって今自分の人生を振り
返って見ますと、経営者として、そしてロータリ
アンとして歩んで来た人生であったと思います。
私の経営者としての心得は信用第一。人間関係を
大事にして来ました。
　ロータリアンとしての心得は、世の為人の為です。
私にとって世の為人の為に行動する事は、人生の生
き甲斐でもあります。人間もロータリーも死ぬまで
やめられません。
　人が生れたら死ぬまで人であるように、ロータリ

アンも死ぬまでロータリアンです。ロータリーに関
われる事が出来て最高じゃないかと思っています。
　皆さん信用第一に素晴しい人生をロータリーと
共に歩んで行きましょう。

　終りに三条ロータリークラブの今後増々のご発展
をご祈念致しまして講話を終らせて頂きます。ご清
聴ありがとうございました。
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　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
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船越良則さん、　 野水靖之さん、　 菊池　渉さん、
丸山鉄兵さん
　米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹
事を心より歓迎申し上げます。ご指導よろしく
お願いいたします。

　　　　　　　　7月 2 6日分　￥    41,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  174,000

「ガバナー講話」
　　国際ロータリー第2560地区
　　　　ガバナー　米山忠俊 様

　皆さんこんにちは。
　今年度第2560地区のガバナーを
務めさせて頂きます米山でござ
います。本日は公式訪問として
三条ロータリークラブに伺わせ

て頂きました。
　吉井会長、小林幹事、会員の皆様、公式訪問開催
にあたりご尽力頂きましてありがとうございました。
三条ロータリークラブが私の8回目のクラブ訪問に
なります。まだまだなりたてホヤホヤで大変緊張
しておりますが、今日は地元三条での公式訪問で
喜びもあります。こちらのクラブには、私や北ロー
タリークラブが大変お世話になっております。三条
ロータリークラブのお役に立てるように務めさせて
頂きますので、宜しくお願い致します。
　本日は時間の制約もありますので、ゴードンRI
会長のお話や第2560地区の運営方針等についての
細かい説明やこちらからのお願いは、先の3月の
PETS、5月の地区研修協議会において、参加者の皆
さんからしっかり勉強して頂きましたので、今日は
簡潔にお話しさせて頂きます。
　まず簡単な自己紹介と私のロータリー歴を、そし
てゴードンRI会長の紹介、最後に地区運営方針につ
いてお話しさせて頂きます。最初に自己紹介をさせ
て頂きます。
　私は1944年4月22日生まれ、現在79歳になりま
した。私は、養子でございまして、3歳から三条市
北四日町というところで育ちました。この時代、
養子というのは珍しいことではなかったのですが、
育ての母が素晴らしい人で、血のつながらない私を
大きな愛で慈しみ育ててくれました。また、父は
戦争で負った傷がもとで若くして亡くなりましたの
で、母が家業の溶接の仕事をし、家族を養っていま
した。私は早く母を楽にしてやりたい、との思いで
中学校を出ると仕事を覚えるために長岡職業訓練校
に行き、その後鉄工所に一年勤め、19歳の時、家業
の米山溶接所を継ぎました。その後米山鉄工所、
米山建設株式会社に名称を変え、業務転換を図り、
事業の範囲も三条から県全域にそして全国にと拡大
し現在に至っております。
　また、私は26歳の時に結婚し、ありがたいことに
男児3人を授かりました。そして、60歳の時、妻が
長い闘病の末、ガンでこの世を去った後はがむしゃ
らに会社の規模を拡大することに力を注ぎました。
数年して、会社も軌道に乗り子どもたちもみな独立

すると、ふと私が母からもらった大きな愛を私も誰
かにあげたい。そんな気持ちが大きくなりました。
この自分の気持ちに正直に生きたいと思い、後進に
道を譲る事にしました。会社の社長を弟に譲り、考
えに賛同してくれた幼なじみと再婚し、今は活動を
応援してくれている長男と3人家族で毎日過ごして
います。
　母が私にくれた慈愛の心を、次の世代に受け継ご
うと迎え入れた米山記念奨学生のファム君は、母国
ベトナムと日本の懸け橋になろうと来日した熱い志
をもった青年です。ベトナムから来た当時ファム君
は、アルバイトを三つも掛け持ちしながら、長岡
技術科学大学で勉強していました。米山記念奨学生
になり勉学により集中できるようになったファム君
は大学院を卒業後日本の会社に就職し、出向という
形でベトナムのハノイで毎日頑張っていると、よく
連絡をくれます。ファム君は今でも私の事をお父
さんと呼んでくれますし、もちろん私もファム君は
家族、息子だと思っています。
　さて、私とロータリーの出会いは私が40歳の時、
友人から新しいクラブが創立されるので、一緒に
入らないか、と誘われたことがきっかけでした。
それが1986年創立の三条北ロータリークラブでチャー
ターメンバー 26名のうちの1人が私でした。現在
三条北ロータリークラブは創立37年、2006-07年度に
中條耕二ガバナーを輩出したクラブです。現在の
会員数は52名、平均年齢は64.8歳です。
　私は2003-04年度には地区会員増強委員長を務め、
全国1位の栄光を手にしました。また、2006-07年度
に地区副幹事を務めた時には、地区拡大として三条
東ロータリークラブを立ち上げ、特別代表に就任
致しました。
　では、今年度のゴードンRI会長について紹介させ
て頂きます。ロータリーの友7月号にゴードンRI
会長のメッセージや横顔が紹介されていました。
見てない方は7月号を読んで下さい。
　ゴードンRI会長は、イギリス、スコットランドの
歯医者さんで1958年生まれの65歳、26歳でロータ
リークラブに入会した後に国際ロータリーの理事や
各種委員長を歴任されロータリーの様々なことに
精通した方です。今年の正月明けにアメリカのオー
ランドで行われた国際協議会で実際にお会いし講演
を聞いてきたのですが、とても立派な講演でした。
初めてお会いした時は、身長は2メートルもありそ
うなほど高く体の幅も広く黒縁の眼鏡をかけ、一見
怖そうな大男、という印象でしたが、握手をして
挨拶を交わすと和やかで親しみのある心優しい気さ
くな会長さんでした。パートナーのヘザーさんとも
仲が良くいつも寄り添っておられました。

　今年度の国際ロータリーのテーマは「世界に希望
を生みだそう」です。テーマに対する具体的なロー
タリーのビジョンとして皆さん全員に暗記していて
ほしいと思う部分があります。それは「私たちは、
世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続
可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り
合って行動する世界を目指しています。」という
言葉です。ロータリー活動すべてにおける目標は、
破壊的な紛争から世界が立ち直れるように、希望を
取り戻すことです。そうすれば、私たち自身のため
に持続可能な変化をもたらすことが可能となり
ます。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある
未来の土台を築いています。私たちが得意とするこ
とを継続すると同時に、変化に対して前向きになり、
世界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げ
ば、ロータリーはより平和で、より希望のある世界
を築く手助けができます。継続していくべき活動、
例えばローターアクトクラブとの協力やDEIの促進、
ポリオ根絶などは力強く継続していく、しかし一方
で、世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
視点を、進んで受け入れていくこともとても重要で
す。」
　最後に2560地区の話をさせて頂きます。
　私が入会した1986年からはもちろん、たった3年
前の2020年からも社会構造はガラッと変わりまし
た。人口動態が変わり、変化のスピードが加速し、
コロナ禍における社会の変容もまだこの先続いてい
くでしょう。
　日本国内において、会員数はピーク時13万人を
超えていましたが現在では9万人を割っています。
会員の減少は全国的な問題で、人口の減少が要因の
部分が大きく2560地区でも同じです。会員減少を
いかに防いでいくかは、クラブ会長をはじめ会員の
皆さん一人ひとりが真に自分のクラブをよくしたい
という気持ちで増強に取り組むしかないと思いま
す。会員減少による資金不足により奉仕活動が減少、
活動の規模が縮小するなど様々な支障が出てきて
います。近年では頸北クラブ、五泉クラブが残念な
がら解散してしまいました。分区、各クラブは会員
減少を防ぐよう、クラブ解散にならないよう一層の
努力をお願い致します。先ほど、会員増強で全国
1位になった、という話をしましたが、私が目を付
けたのは女性会員の増強でした。増強委員で手分け
してすべてのクラブを回ったり、東京から女性会員
の方に来て頂きセミナーを開催したりと、手探り
ながら様々なことを試みました。その結果、周りの
皆様の助力のおかげで、全国1位というタイトルを
戴くことができました。時代も変わりましたので、
具体的な参考にはならないと思いますが、ぜひ当時

の私たちのように試行錯誤しながら、様々な活動を
行って頂きたいです。
　今年度の地区運営方針は「ロータリーの心で友情
を深めよう」です。楽しくない、友情も育まれない
ようなクラブに入り活動を共にしたいと思う人はい
るでしょうか。一人ひとりのロータリアンが楽しみ
ながら、奉仕の理想で活動してほしいと思います。
　地区としては、ローターアクトに対しての支援や
DEIの促進、イメージアップに今以上に力を入れて
いく所存です。またロータリーの友やガバナー月信
はとても良い教材であり、とても面白い読み物でも
あるのでぜひ活用して下さい。来年の5月にシンガ
ポール国際大会が開催されますので大熱の皆様の
ご参加お待ちしております。
　以上、第2560地区のクラブ運営、これから進むべ
き道筋、今の状況からいかに先に！明るい光を見い
出す方向に進んで行くか！私の気持をお話しさせて
頂きましたが、より具体的にそれらの課題の実現に
向けて実行して行く為に髙橋直前ガバナーの下に
昨年度、研修準備委員会が設置され活動が始められ
ました。そして米山年度には地区研修委員会を立ち
上げ、南雲年度から本格的に軌道に乗せるために、
地区で研修する機会を設ける事になりました。活性
化の重要課題としては
　①地区研修の強化
　②地区事務所の更なる機能強化
　③分区の再編について
　④災害への対応について、などです。
　上記の課題に取り組み、地区やクラブの活性化を
強力に支援する「地区研修委員会」です。組識は
佐藤真PDG、各クラブからロータリーに精通した
17名の研修チームに髙橋秀樹PDG、関川博川瀬年度
地区幹事が加わり心強い支援組織が出来ました。
米山年度のスタートと共に活動を開始致しますが、
皆さん一緒に楽しくそして真剣にロータリーの事を
学びましょう。
　髙橋年度より受けたバトンをより良い形で南雲
年度に引き継げる様にご支援とご力をお願い致し
ます。
　結びに、私は79歳になって今自分の人生を振り
返って見ますと、経営者として、そしてロータリ
アンとして歩んで来た人生であったと思います。
私の経営者としての心得は信用第一。人間関係を
大事にして来ました。
　ロータリアンとしての心得は、世の為人の為です。
私にとって世の為人の為に行動する事は、人生の生
き甲斐でもあります。人間もロータリーも死ぬまで
やめられません。
　人が生れたら死ぬまで人であるように、ロータリ

アンも死ぬまでロータリアンです。ロータリーに関
われる事が出来て最高じゃないかと思っています。
　皆さん信用第一に素晴しい人生をロータリーと
共に歩んで行きましょう。

　終りに三条ロータリークラブの今後増々のご発展
をご祈念致しまして講話を終らせて頂きます。ご清
聴ありがとうございました。
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会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　暑い日が続いております。皆様体調
には十分配慮され、元気にお過ごしくだ
さい。最近また新型感染症がジワリと
拡大しているようです。以前とは違いま
すが、また少し注意が必要になっている
ようです。
　本日は、米山ガバナーによる公式訪問

です。米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹事、
よろしくお願いいたします。
　さて、先日弊社の若い社員が、電話の「市外局番」という
ものを知らないと言っていました。確かに、携帯電話では
全ての番号を入力して発信しますが、市内通話、この近辺
では燕、加茂は固定電話であれば「市外局番」は不要です。
そのことを知らないでいることに少々驚いてしまいました。

　先ほどガバナーとの懇談会で、「会長は改革に
ついてどのようにお考えですか？」との問いがござ
いました。私は「改革は大切ですが、過去の経緯を
知り、その問題を解決するよう改革することが必要
だと思います。」と回答いたしました。
　コロナ時代で継承されにくかった過去の三条ロー
タリークラブを今年、できるだけ紡いでいきたいと
思います。

幹事報告
　　　　　　 船越良則 副幹事

◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「第1回ガバナー補佐会議のご案内」
　　　日　時　8月19日（土）受付 16：00～
　　　会　場　長岡市社会福祉センター トモシア
◎地区事務所より
  「国際奉仕フォーラムディスカッションのご案内」
　　　日　時　8月20日（日）受付 13：30～
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎地区事務所より
  「第1回ロータリー財団セミナーのご案内」
　　　日　時　8月26日（土）受付 13：00～
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎第4分区 小出ガバナー補佐より
  「第4分区IMのご案内」
　　　日　時　9月30日（土）受付 13：00～
　　　会　場　ジオ・ワールド ビップ

ニコニコBOX　
ガバナー  米山忠俊様
　米山ガバナーよりニコニコBOXにご協力いただ
いております。ありがとうございます。

吉井直樹会長
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
宜しくお願いいたします。

荻根澤隆雄さん
　先週の当クラブ納涼例会にて親睦委員長早川さん
はじめ委員の皆様、ご苦労様でした。大変に楽し
かったです。

　米山ガバナーありがとうございます。
五十嵐晋三さん
　米山ガバナー、三条クラブ一同心より歓迎申し
上げます。本日はご指導よろしくお願いいたし
ます。

渡辺良一さん
　キケンな日々が続きます。くれぐれもご自愛下さい。
　米山ガバナーようこそ三条RCへ。よろしくお願い
致します。

野崎喜一郎さん
　暑い、暑い、暑い。
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
　体調を崩さないように。
小林吾郎さん
　紙の加工機を見にベネチアに行ってました。
The 観光地でした。お土産はありません。

中村友昭さん
　先週は納涼例会おつかれ様でした。
外山浩玲さん
　暑いでなく、熱いです。
　米山ガバナー宜しくお願いします。
梨本次郎さん
　先日、大学1年生と高校1年生の娘と3人でライブ
に行ってきました。とても幸せな時間を過ごせま
した。

　本日は米山ガバナー訪問ありがとうございます。
渡部　宏さん、　 重山直明さん、　 嘉瀬一洋さん、
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早川滝徳さん、　 柳取崇之さん、　 成田秀雄さん、
船越良則さん、　 野水靖之さん、　 菊池　渉さん、
丸山鉄兵さん
　米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹
事を心より歓迎申し上げます。ご指導よろしく
お願いいたします。
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かにあげたい。そんな気持ちが大きくなりました。
この自分の気持ちに正直に生きたいと思い、後進に
道を譲る事にしました。会社の社長を弟に譲り、考
えに賛同してくれた幼なじみと再婚し、今は活動を
応援してくれている長男と3人家族で毎日過ごして
います。
　母が私にくれた慈愛の心を、次の世代に受け継ご
うと迎え入れた米山記念奨学生のファム君は、母国
ベトナムと日本の懸け橋になろうと来日した熱い志
をもった青年です。ベトナムから来た当時ファム君
は、アルバイトを三つも掛け持ちしながら、長岡
技術科学大学で勉強していました。米山記念奨学生
になり勉学により集中できるようになったファム君
は大学院を卒業後日本の会社に就職し、出向という
形でベトナムのハノイで毎日頑張っていると、よく
連絡をくれます。ファム君は今でも私の事をお父
さんと呼んでくれますし、もちろん私もファム君は
家族、息子だと思っています。
　さて、私とロータリーの出会いは私が40歳の時、
友人から新しいクラブが創立されるので、一緒に
入らないか、と誘われたことがきっかけでした。
それが1986年創立の三条北ロータリークラブでチャー
ターメンバー 26名のうちの1人が私でした。現在
三条北ロータリークラブは創立37年、2006-07年度に
中條耕二ガバナーを輩出したクラブです。現在の
会員数は52名、平均年齢は64.8歳です。
　私は2003-04年度には地区会員増強委員長を務め、
全国1位の栄光を手にしました。また、2006-07年度
に地区副幹事を務めた時には、地区拡大として三条
東ロータリークラブを立ち上げ、特別代表に就任
致しました。
　では、今年度のゴードンRI会長について紹介させ
て頂きます。ロータリーの友7月号にゴードンRI
会長のメッセージや横顔が紹介されていました。
見てない方は7月号を読んで下さい。
　ゴードンRI会長は、イギリス、スコットランドの
歯医者さんで1958年生まれの65歳、26歳でロータ
リークラブに入会した後に国際ロータリーの理事や
各種委員長を歴任されロータリーの様々なことに
精通した方です。今年の正月明けにアメリカのオー
ランドで行われた国際協議会で実際にお会いし講演
を聞いてきたのですが、とても立派な講演でした。
初めてお会いした時は、身長は2メートルもありそ
うなほど高く体の幅も広く黒縁の眼鏡をかけ、一見
怖そうな大男、という印象でしたが、握手をして
挨拶を交わすと和やかで親しみのある心優しい気さ
くな会長さんでした。パートナーのヘザーさんとも
仲が良くいつも寄り添っておられました。

　今年度の国際ロータリーのテーマは「世界に希望
を生みだそう」です。テーマに対する具体的なロー
タリーのビジョンとして皆さん全員に暗記していて
ほしいと思う部分があります。それは「私たちは、
世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続
可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り
合って行動する世界を目指しています。」という
言葉です。ロータリー活動すべてにおける目標は、
破壊的な紛争から世界が立ち直れるように、希望を
取り戻すことです。そうすれば、私たち自身のため
に持続可能な変化をもたらすことが可能となり
ます。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある
未来の土台を築いています。私たちが得意とするこ
とを継続すると同時に、変化に対して前向きになり、
世界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げ
ば、ロータリーはより平和で、より希望のある世界
を築く手助けができます。継続していくべき活動、
例えばローターアクトクラブとの協力やDEIの促進、
ポリオ根絶などは力強く継続していく、しかし一方
で、世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
視点を、進んで受け入れていくこともとても重要で
す。」
　最後に2560地区の話をさせて頂きます。
　私が入会した1986年からはもちろん、たった3年
前の2020年からも社会構造はガラッと変わりまし
た。人口動態が変わり、変化のスピードが加速し、
コロナ禍における社会の変容もまだこの先続いてい
くでしょう。
　日本国内において、会員数はピーク時13万人を
超えていましたが現在では9万人を割っています。
会員の減少は全国的な問題で、人口の減少が要因の
部分が大きく2560地区でも同じです。会員減少を
いかに防いでいくかは、クラブ会長をはじめ会員の
皆さん一人ひとりが真に自分のクラブをよくしたい
という気持ちで増強に取り組むしかないと思いま
す。会員減少による資金不足により奉仕活動が減少、
活動の規模が縮小するなど様々な支障が出てきて
います。近年では頸北クラブ、五泉クラブが残念な
がら解散してしまいました。分区、各クラブは会員
減少を防ぐよう、クラブ解散にならないよう一層の
努力をお願い致します。先ほど、会員増強で全国
1位になった、という話をしましたが、私が目を付
けたのは女性会員の増強でした。増強委員で手分け
してすべてのクラブを回ったり、東京から女性会員
の方に来て頂きセミナーを開催したりと、手探り
ながら様々なことを試みました。その結果、周りの
皆様の助力のおかげで、全国1位というタイトルを
戴くことができました。時代も変わりましたので、
具体的な参考にはならないと思いますが、ぜひ当時

の私たちのように試行錯誤しながら、様々な活動を
行って頂きたいです。
　今年度の地区運営方針は「ロータリーの心で友情
を深めよう」です。楽しくない、友情も育まれない
ようなクラブに入り活動を共にしたいと思う人はい
るでしょうか。一人ひとりのロータリアンが楽しみ
ながら、奉仕の理想で活動してほしいと思います。
　地区としては、ローターアクトに対しての支援や
DEIの促進、イメージアップに今以上に力を入れて
いく所存です。またロータリーの友やガバナー月信
はとても良い教材であり、とても面白い読み物でも
あるのでぜひ活用して下さい。来年の5月にシンガ
ポール国際大会が開催されますので大熱の皆様の
ご参加お待ちしております。
　以上、第2560地区のクラブ運営、これから進むべ
き道筋、今の状況からいかに先に！明るい光を見い
出す方向に進んで行くか！私の気持をお話しさせて
頂きましたが、より具体的にそれらの課題の実現に
向けて実行して行く為に髙橋直前ガバナーの下に
昨年度、研修準備委員会が設置され活動が始められ
ました。そして米山年度には地区研修委員会を立ち
上げ、南雲年度から本格的に軌道に乗せるために、
地区で研修する機会を設ける事になりました。活性
化の重要課題としては
　①地区研修の強化
　②地区事務所の更なる機能強化
　③分区の再編について
　④災害への対応について、などです。
　上記の課題に取り組み、地区やクラブの活性化を
強力に支援する「地区研修委員会」です。組識は
佐藤真PDG、各クラブからロータリーに精通した
17名の研修チームに髙橋秀樹PDG、関川博川瀬年度
地区幹事が加わり心強い支援組織が出来ました。
米山年度のスタートと共に活動を開始致しますが、
皆さん一緒に楽しくそして真剣にロータリーの事を
学びましょう。
　髙橋年度より受けたバトンをより良い形で南雲
年度に引き継げる様にご支援とご力をお願い致し
ます。
　結びに、私は79歳になって今自分の人生を振り
返って見ますと、経営者として、そしてロータリ
アンとして歩んで来た人生であったと思います。
私の経営者としての心得は信用第一。人間関係を
大事にして来ました。
　ロータリアンとしての心得は、世の為人の為です。
私にとって世の為人の為に行動する事は、人生の生
き甲斐でもあります。人間もロータリーも死ぬまで
やめられません。
　人が生れたら死ぬまで人であるように、ロータリ

アンも死ぬまでロータリアンです。ロータリーに関
われる事が出来て最高じゃないかと思っています。
　皆さん信用第一に素晴しい人生をロータリーと
共に歩んで行きましょう。

　終りに三条ロータリークラブの今後増々のご発展
をご祈念致しまして講話を終らせて頂きます。ご清
聴ありがとうございました。
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会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　暑い日が続いております。皆様体調
には十分配慮され、元気にお過ごしくだ
さい。最近また新型感染症がジワリと
拡大しているようです。以前とは違いま
すが、また少し注意が必要になっている
ようです。
　本日は、米山ガバナーによる公式訪問

です。米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹事、
よろしくお願いいたします。
　さて、先日弊社の若い社員が、電話の「市外局番」という
ものを知らないと言っていました。確かに、携帯電話では
全ての番号を入力して発信しますが、市内通話、この近辺
では燕、加茂は固定電話であれば「市外局番」は不要です。
そのことを知らないでいることに少々驚いてしまいました。

　先ほどガバナーとの懇談会で、「会長は改革に
ついてどのようにお考えですか？」との問いがござ
いました。私は「改革は大切ですが、過去の経緯を
知り、その問題を解決するよう改革することが必要
だと思います。」と回答いたしました。
　コロナ時代で継承されにくかった過去の三条ロー
タリークラブを今年、できるだけ紡いでいきたいと
思います。

幹事報告
　　　　　　 船越良則 副幹事

◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「第1回ガバナー補佐会議のご案内」
　　　日　時　8月19日（土）受付 16：00～
　　　会　場　長岡市社会福祉センター トモシア
◎地区事務所より
  「国際奉仕フォーラムディスカッションのご案内」
　　　日　時　8月20日（日）受付 13：30～
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎地区事務所より
  「第1回ロータリー財団セミナーのご案内」
　　　日　時　8月26日（土）受付 13：00～
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎第4分区 小出ガバナー補佐より
  「第4分区IMのご案内」
　　　日　時　9月30日（土）受付 13：00～
　　　会　場　ジオ・ワールド ビップ

ニコニコBOX　
ガバナー  米山忠俊様
　米山ガバナーよりニコニコBOXにご協力いただ
いております。ありがとうございます。

吉井直樹会長
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
宜しくお願いいたします。

荻根澤隆雄さん
　先週の当クラブ納涼例会にて親睦委員長早川さん
はじめ委員の皆様、ご苦労様でした。大変に楽し
かったです。

　米山ガバナーありがとうございます。
五十嵐晋三さん
　米山ガバナー、三条クラブ一同心より歓迎申し
上げます。本日はご指導よろしくお願いいたし
ます。

渡辺良一さん
　キケンな日々が続きます。くれぐれもご自愛下さい。
　米山ガバナーようこそ三条RCへ。よろしくお願い
致します。

野崎喜一郎さん
　暑い、暑い、暑い。
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
　体調を崩さないように。
小林吾郎さん
　紙の加工機を見にベネチアに行ってました。
The 観光地でした。お土産はありません。

中村友昭さん
　先週は納涼例会おつかれ様でした。
外山浩玲さん
　暑いでなく、熱いです。
　米山ガバナー宜しくお願いします。
梨本次郎さん
　先日、大学1年生と高校1年生の娘と3人でライブ
に行ってきました。とても幸せな時間を過ごせま
した。

　本日は米山ガバナー訪問ありがとうございます。
渡部　宏さん、　 重山直明さん、　 嘉瀬一洋さん、
小越憲泰さん、　 明田川賢一さん、 渋谷政道さん、
安達俊明さん、　 西山徳芳さん、　 丸山行彦さん、
高橋俊樹さん、　 斎藤弘文さん、　 松永一義さん、
歸山　肇さん、　 金子俊郎さん、　 中村和彦さん、
松永隆夫さん、　 五十嵐博宣さん、 衛藤泰男さん、
高橋　司さん、　 杉山幸英さん、　 石橋育於さん、
早川滝徳さん、　 柳取崇之さん、　 成田秀雄さん、
船越良則さん、　 野水靖之さん、　 菊池　渉さん、
丸山鉄兵さん
　米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹
事を心より歓迎申し上げます。ご指導よろしく
お願いいたします。

　　　　　　　　7月 2 6日分　￥    41,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  174,000

「ガバナー講話」
　　国際ロータリー第2560地区
　　　　ガバナー　米山忠俊 様

　皆さんこんにちは。
　今年度第2560地区のガバナーを
務めさせて頂きます米山でござ
います。本日は公式訪問として
三条ロータリークラブに伺わせ

て頂きました。
　吉井会長、小林幹事、会員の皆様、公式訪問開催
にあたりご尽力頂きましてありがとうございました。
三条ロータリークラブが私の8回目のクラブ訪問に
なります。まだまだなりたてホヤホヤで大変緊張
しておりますが、今日は地元三条での公式訪問で
喜びもあります。こちらのクラブには、私や北ロー
タリークラブが大変お世話になっております。三条
ロータリークラブのお役に立てるように務めさせて
頂きますので、宜しくお願い致します。
　本日は時間の制約もありますので、ゴードンRI
会長のお話や第2560地区の運営方針等についての
細かい説明やこちらからのお願いは、先の3月の
PETS、5月の地区研修協議会において、参加者の皆
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した。私は、養子でございまして、3歳から三条市
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の米山溶接所を継ぎました。その後米山鉄工所、
米山建設株式会社に名称を変え、業務転換を図り、
事業の範囲も三条から県全域にそして全国にと拡大
し現在に至っております。
　また、私は26歳の時に結婚し、ありがたいことに
男児3人を授かりました。そして、60歳の時、妻が
長い闘病の末、ガンでこの世を去った後はがむしゃ
らに会社の規模を拡大することに力を注ぎました。
数年して、会社も軌道に乗り子どもたちもみな独立

すると、ふと私が母からもらった大きな愛を私も誰
かにあげたい。そんな気持ちが大きくなりました。
この自分の気持ちに正直に生きたいと思い、後進に
道を譲る事にしました。会社の社長を弟に譲り、考
えに賛同してくれた幼なじみと再婚し、今は活動を
応援してくれている長男と3人家族で毎日過ごして
います。
　母が私にくれた慈愛の心を、次の世代に受け継ご
うと迎え入れた米山記念奨学生のファム君は、母国
ベトナムと日本の懸け橋になろうと来日した熱い志
をもった青年です。ベトナムから来た当時ファム君
は、アルバイトを三つも掛け持ちしながら、長岡
技術科学大学で勉強していました。米山記念奨学生
になり勉学により集中できるようになったファム君
は大学院を卒業後日本の会社に就職し、出向という
形でベトナムのハノイで毎日頑張っていると、よく
連絡をくれます。ファム君は今でも私の事をお父
さんと呼んでくれますし、もちろん私もファム君は
家族、息子だと思っています。
　さて、私とロータリーの出会いは私が40歳の時、
友人から新しいクラブが創立されるので、一緒に
入らないか、と誘われたことがきっかけでした。
それが1986年創立の三条北ロータリークラブでチャー
ターメンバー 26名のうちの1人が私でした。現在
三条北ロータリークラブは創立37年、2006-07年度に
中條耕二ガバナーを輩出したクラブです。現在の
会員数は52名、平均年齢は64.8歳です。
　私は2003-04年度には地区会員増強委員長を務め、
全国1位の栄光を手にしました。また、2006-07年度
に地区副幹事を務めた時には、地区拡大として三条
東ロータリークラブを立ち上げ、特別代表に就任
致しました。
　では、今年度のゴードンRI会長について紹介させ
て頂きます。ロータリーの友7月号にゴードンRI
会長のメッセージや横顔が紹介されていました。
見てない方は7月号を読んで下さい。
　ゴードンRI会長は、イギリス、スコットランドの
歯医者さんで1958年生まれの65歳、26歳でロータ
リークラブに入会した後に国際ロータリーの理事や
各種委員長を歴任されロータリーの様々なことに
精通した方です。今年の正月明けにアメリカのオー
ランドで行われた国際協議会で実際にお会いし講演
を聞いてきたのですが、とても立派な講演でした。
初めてお会いした時は、身長は2メートルもありそ
うなほど高く体の幅も広く黒縁の眼鏡をかけ、一見
怖そうな大男、という印象でしたが、握手をして
挨拶を交わすと和やかで親しみのある心優しい気さ
くな会長さんでした。パートナーのヘザーさんとも
仲が良くいつも寄り添っておられました。

　今年度の国際ロータリーのテーマは「世界に希望
を生みだそう」です。テーマに対する具体的なロー
タリーのビジョンとして皆さん全員に暗記していて
ほしいと思う部分があります。それは「私たちは、
世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続
可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り
合って行動する世界を目指しています。」という
言葉です。ロータリー活動すべてにおける目標は、
破壊的な紛争から世界が立ち直れるように、希望を
取り戻すことです。そうすれば、私たち自身のため
に持続可能な変化をもたらすことが可能となり
ます。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある
未来の土台を築いています。私たちが得意とするこ
とを継続すると同時に、変化に対して前向きになり、
世界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げ
ば、ロータリーはより平和で、より希望のある世界
を築く手助けができます。継続していくべき活動、
例えばローターアクトクラブとの協力やDEIの促進、
ポリオ根絶などは力強く継続していく、しかし一方
で、世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
視点を、進んで受け入れていくこともとても重要で
す。」
　最後に2560地区の話をさせて頂きます。
　私が入会した1986年からはもちろん、たった3年
前の2020年からも社会構造はガラッと変わりまし
た。人口動態が変わり、変化のスピードが加速し、
コロナ禍における社会の変容もまだこの先続いてい
くでしょう。
　日本国内において、会員数はピーク時13万人を
超えていましたが現在では9万人を割っています。
会員の減少は全国的な問題で、人口の減少が要因の
部分が大きく2560地区でも同じです。会員減少を
いかに防いでいくかは、クラブ会長をはじめ会員の
皆さん一人ひとりが真に自分のクラブをよくしたい
という気持ちで増強に取り組むしかないと思いま
す。会員減少による資金不足により奉仕活動が減少、
活動の規模が縮小するなど様々な支障が出てきて
います。近年では頸北クラブ、五泉クラブが残念な
がら解散してしまいました。分区、各クラブは会員
減少を防ぐよう、クラブ解散にならないよう一層の
努力をお願い致します。先ほど、会員増強で全国
1位になった、という話をしましたが、私が目を付
けたのは女性会員の増強でした。増強委員で手分け
してすべてのクラブを回ったり、東京から女性会員
の方に来て頂きセミナーを開催したりと、手探り
ながら様々なことを試みました。その結果、周りの
皆様の助力のおかげで、全国1位というタイトルを
戴くことができました。時代も変わりましたので、
具体的な参考にはならないと思いますが、ぜひ当時

の私たちのように試行錯誤しながら、様々な活動を
行って頂きたいです。
　今年度の地区運営方針は「ロータリーの心で友情
を深めよう」です。楽しくない、友情も育まれない
ようなクラブに入り活動を共にしたいと思う人はい
るでしょうか。一人ひとりのロータリアンが楽しみ
ながら、奉仕の理想で活動してほしいと思います。
　地区としては、ローターアクトに対しての支援や
DEIの促進、イメージアップに今以上に力を入れて
いく所存です。またロータリーの友やガバナー月信
はとても良い教材であり、とても面白い読み物でも
あるのでぜひ活用して下さい。来年の5月にシンガ
ポール国際大会が開催されますので大熱の皆様の
ご参加お待ちしております。
　以上、第2560地区のクラブ運営、これから進むべ
き道筋、今の状況からいかに先に！明るい光を見い
出す方向に進んで行くか！私の気持をお話しさせて
頂きましたが、より具体的にそれらの課題の実現に
向けて実行して行く為に髙橋直前ガバナーの下に
昨年度、研修準備委員会が設置され活動が始められ
ました。そして米山年度には地区研修委員会を立ち
上げ、南雲年度から本格的に軌道に乗せるために、
地区で研修する機会を設ける事になりました。活性
化の重要課題としては
　①地区研修の強化
　②地区事務所の更なる機能強化
　③分区の再編について
　④災害への対応について、などです。
　上記の課題に取り組み、地区やクラブの活性化を
強力に支援する「地区研修委員会」です。組識は
佐藤真PDG、各クラブからロータリーに精通した
17名の研修チームに髙橋秀樹PDG、関川博川瀬年度
地区幹事が加わり心強い支援組織が出来ました。
米山年度のスタートと共に活動を開始致しますが、
皆さん一緒に楽しくそして真剣にロータリーの事を
学びましょう。
　髙橋年度より受けたバトンをより良い形で南雲
年度に引き継げる様にご支援とご力をお願い致し
ます。
　結びに、私は79歳になって今自分の人生を振り
返って見ますと、経営者として、そしてロータリ
アンとして歩んで来た人生であったと思います。
私の経営者としての心得は信用第一。人間関係を
大事にして来ました。
　ロータリアンとしての心得は、世の為人の為です。
私にとって世の為人の為に行動する事は、人生の生
き甲斐でもあります。人間もロータリーも死ぬまで
やめられません。
　人が生れたら死ぬまで人であるように、ロータリ

アンも死ぬまでロータリアンです。ロータリーに関
われる事が出来て最高じゃないかと思っています。
　皆さん信用第一に素晴しい人生をロータリーと
共に歩んで行きましょう。

　終りに三条ロータリークラブの今後増々のご発展
をご祈念致しまして講話を終らせて頂きます。ご清
聴ありがとうございました。
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小出和子ガバナー補佐より総評をいただきました石黒隆夫地区幹事より「地区研修委員会設立のご報告」

米山ガバナーご指導ありがとうございました



会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　暑い日が続いております。皆様体調
には十分配慮され、元気にお過ごしくだ
さい。最近また新型感染症がジワリと
拡大しているようです。以前とは違いま
すが、また少し注意が必要になっている
ようです。
　本日は、米山ガバナーによる公式訪問

です。米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹事、
よろしくお願いいたします。
　さて、先日弊社の若い社員が、電話の「市外局番」という
ものを知らないと言っていました。確かに、携帯電話では
全ての番号を入力して発信しますが、市内通話、この近辺
では燕、加茂は固定電話であれば「市外局番」は不要です。
そのことを知らないでいることに少々驚いてしまいました。

　先ほどガバナーとの懇談会で、「会長は改革に
ついてどのようにお考えですか？」との問いがござ
いました。私は「改革は大切ですが、過去の経緯を
知り、その問題を解決するよう改革することが必要
だと思います。」と回答いたしました。
　コロナ時代で継承されにくかった過去の三条ロー
タリークラブを今年、できるだけ紡いでいきたいと
思います。

幹事報告
　　　　　　 船越良則 副幹事

◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「第1回ガバナー補佐会議のご案内」
　　　日　時　8月19日（土）受付 16：00～
　　　会　場　長岡市社会福祉センター トモシア
◎地区事務所より
  「国際奉仕フォーラムディスカッションのご案内」
　　　日　時　8月20日（日）受付 13：30～
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎地区事務所より
  「第1回ロータリー財団セミナーのご案内」
　　　日　時　8月26日（土）受付 13：00～
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎第4分区 小出ガバナー補佐より
  「第4分区IMのご案内」
　　　日　時　9月30日（土）受付 13：00～
　　　会　場　ジオ・ワールド ビップ

ニコニコBOX　
ガバナー  米山忠俊様
　米山ガバナーよりニコニコBOXにご協力いただ
いております。ありがとうございます。

吉井直樹会長
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
宜しくお願いいたします。

荻根澤隆雄さん
　先週の当クラブ納涼例会にて親睦委員長早川さん
はじめ委員の皆様、ご苦労様でした。大変に楽し
かったです。

　米山ガバナーありがとうございます。
五十嵐晋三さん
　米山ガバナー、三条クラブ一同心より歓迎申し
上げます。本日はご指導よろしくお願いいたし
ます。

渡辺良一さん
　キケンな日々が続きます。くれぐれもご自愛下さい。
　米山ガバナーようこそ三条RCへ。よろしくお願い
致します。

野崎喜一郎さん
　暑い、暑い、暑い。
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
　体調を崩さないように。
小林吾郎さん
　紙の加工機を見にベネチアに行ってました。
The 観光地でした。お土産はありません。

中村友昭さん
　先週は納涼例会おつかれ様でした。
外山浩玲さん
　暑いでなく、熱いです。
　米山ガバナー宜しくお願いします。
梨本次郎さん
　先日、大学1年生と高校1年生の娘と3人でライブ
に行ってきました。とても幸せな時間を過ごせま
した。

　本日は米山ガバナー訪問ありがとうございます。
渡部　宏さん、　 重山直明さん、　 嘉瀬一洋さん、
小越憲泰さん、　 明田川賢一さん、 渋谷政道さん、
安達俊明さん、　 西山徳芳さん、　 丸山行彦さん、
高橋俊樹さん、　 斎藤弘文さん、　 松永一義さん、
歸山　肇さん、　 金子俊郎さん、　 中村和彦さん、
松永隆夫さん、　 五十嵐博宣さん、 衛藤泰男さん、
高橋　司さん、　 杉山幸英さん、　 石橋育於さん、
早川滝徳さん、　 柳取崇之さん、　 成田秀雄さん、
船越良則さん、　 野水靖之さん、　 菊池　渉さん、
丸山鉄兵さん
　米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹
事を心より歓迎申し上げます。ご指導よろしく
お願いいたします。

　　　　　　　　7月 2 6日分　￥    41,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  174,000

「ガバナー講話」
　　国際ロータリー第2560地区
　　　　ガバナー　米山忠俊 様

　皆さんこんにちは。
　今年度第2560地区のガバナーを
務めさせて頂きます米山でござ
います。本日は公式訪問として
三条ロータリークラブに伺わせ

て頂きました。
　吉井会長、小林幹事、会員の皆様、公式訪問開催
にあたりご尽力頂きましてありがとうございました。
三条ロータリークラブが私の8回目のクラブ訪問に
なります。まだまだなりたてホヤホヤで大変緊張
しておりますが、今日は地元三条での公式訪問で
喜びもあります。こちらのクラブには、私や北ロー
タリークラブが大変お世話になっております。三条
ロータリークラブのお役に立てるように務めさせて
頂きますので、宜しくお願い致します。
　本日は時間の制約もありますので、ゴードンRI
会長のお話や第2560地区の運営方針等についての
細かい説明やこちらからのお願いは、先の3月の
PETS、5月の地区研修協議会において、参加者の皆
さんからしっかり勉強して頂きましたので、今日は
簡潔にお話しさせて頂きます。
　まず簡単な自己紹介と私のロータリー歴を、そし
てゴードンRI会長の紹介、最後に地区運営方針につ
いてお話しさせて頂きます。最初に自己紹介をさせ
て頂きます。
　私は1944年4月22日生まれ、現在79歳になりま
した。私は、養子でございまして、3歳から三条市
北四日町というところで育ちました。この時代、
養子というのは珍しいことではなかったのですが、
育ての母が素晴らしい人で、血のつながらない私を
大きな愛で慈しみ育ててくれました。また、父は
戦争で負った傷がもとで若くして亡くなりましたの
で、母が家業の溶接の仕事をし、家族を養っていま
した。私は早く母を楽にしてやりたい、との思いで
中学校を出ると仕事を覚えるために長岡職業訓練校
に行き、その後鉄工所に一年勤め、19歳の時、家業
の米山溶接所を継ぎました。その後米山鉄工所、
米山建設株式会社に名称を変え、業務転換を図り、
事業の範囲も三条から県全域にそして全国にと拡大
し現在に至っております。
　また、私は26歳の時に結婚し、ありがたいことに
男児3人を授かりました。そして、60歳の時、妻が
長い闘病の末、ガンでこの世を去った後はがむしゃ
らに会社の規模を拡大することに力を注ぎました。
数年して、会社も軌道に乗り子どもたちもみな独立

すると、ふと私が母からもらった大きな愛を私も誰
かにあげたい。そんな気持ちが大きくなりました。
この自分の気持ちに正直に生きたいと思い、後進に
道を譲る事にしました。会社の社長を弟に譲り、考
えに賛同してくれた幼なじみと再婚し、今は活動を
応援してくれている長男と3人家族で毎日過ごして
います。
　母が私にくれた慈愛の心を、次の世代に受け継ご
うと迎え入れた米山記念奨学生のファム君は、母国
ベトナムと日本の懸け橋になろうと来日した熱い志
をもった青年です。ベトナムから来た当時ファム君
は、アルバイトを三つも掛け持ちしながら、長岡
技術科学大学で勉強していました。米山記念奨学生
になり勉学により集中できるようになったファム君
は大学院を卒業後日本の会社に就職し、出向という
形でベトナムのハノイで毎日頑張っていると、よく
連絡をくれます。ファム君は今でも私の事をお父
さんと呼んでくれますし、もちろん私もファム君は
家族、息子だと思っています。
　さて、私とロータリーの出会いは私が40歳の時、
友人から新しいクラブが創立されるので、一緒に
入らないか、と誘われたことがきっかけでした。
それが1986年創立の三条北ロータリークラブでチャー
ターメンバー 26名のうちの1人が私でした。現在
三条北ロータリークラブは創立37年、2006-07年度に
中條耕二ガバナーを輩出したクラブです。現在の
会員数は52名、平均年齢は64.8歳です。
　私は2003-04年度には地区会員増強委員長を務め、
全国1位の栄光を手にしました。また、2006-07年度
に地区副幹事を務めた時には、地区拡大として三条
東ロータリークラブを立ち上げ、特別代表に就任
致しました。
　では、今年度のゴードンRI会長について紹介させ
て頂きます。ロータリーの友7月号にゴードンRI
会長のメッセージや横顔が紹介されていました。
見てない方は7月号を読んで下さい。
　ゴードンRI会長は、イギリス、スコットランドの
歯医者さんで1958年生まれの65歳、26歳でロータ
リークラブに入会した後に国際ロータリーの理事や
各種委員長を歴任されロータリーの様々なことに
精通した方です。今年の正月明けにアメリカのオー
ランドで行われた国際協議会で実際にお会いし講演
を聞いてきたのですが、とても立派な講演でした。
初めてお会いした時は、身長は2メートルもありそ
うなほど高く体の幅も広く黒縁の眼鏡をかけ、一見
怖そうな大男、という印象でしたが、握手をして
挨拶を交わすと和やかで親しみのある心優しい気さ
くな会長さんでした。パートナーのヘザーさんとも
仲が良くいつも寄り添っておられました。

　今年度の国際ロータリーのテーマは「世界に希望
を生みだそう」です。テーマに対する具体的なロー
タリーのビジョンとして皆さん全員に暗記していて
ほしいと思う部分があります。それは「私たちは、
世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続
可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り
合って行動する世界を目指しています。」という
言葉です。ロータリー活動すべてにおける目標は、
破壊的な紛争から世界が立ち直れるように、希望を
取り戻すことです。そうすれば、私たち自身のため
に持続可能な変化をもたらすことが可能となり
ます。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある
未来の土台を築いています。私たちが得意とするこ
とを継続すると同時に、変化に対して前向きになり、
世界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げ
ば、ロータリーはより平和で、より希望のある世界
を築く手助けができます。継続していくべき活動、
例えばローターアクトクラブとの協力やDEIの促進、
ポリオ根絶などは力強く継続していく、しかし一方
で、世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
視点を、進んで受け入れていくこともとても重要で
す。」
　最後に2560地区の話をさせて頂きます。
　私が入会した1986年からはもちろん、たった3年
前の2020年からも社会構造はガラッと変わりまし
た。人口動態が変わり、変化のスピードが加速し、
コロナ禍における社会の変容もまだこの先続いてい
くでしょう。
　日本国内において、会員数はピーク時13万人を
超えていましたが現在では9万人を割っています。
会員の減少は全国的な問題で、人口の減少が要因の
部分が大きく2560地区でも同じです。会員減少を
いかに防いでいくかは、クラブ会長をはじめ会員の
皆さん一人ひとりが真に自分のクラブをよくしたい
という気持ちで増強に取り組むしかないと思いま
す。会員減少による資金不足により奉仕活動が減少、
活動の規模が縮小するなど様々な支障が出てきて
います。近年では頸北クラブ、五泉クラブが残念な
がら解散してしまいました。分区、各クラブは会員
減少を防ぐよう、クラブ解散にならないよう一層の
努力をお願い致します。先ほど、会員増強で全国
1位になった、という話をしましたが、私が目を付
けたのは女性会員の増強でした。増強委員で手分け
してすべてのクラブを回ったり、東京から女性会員
の方に来て頂きセミナーを開催したりと、手探り
ながら様々なことを試みました。その結果、周りの
皆様の助力のおかげで、全国1位というタイトルを
戴くことができました。時代も変わりましたので、
具体的な参考にはならないと思いますが、ぜひ当時

の私たちのように試行錯誤しながら、様々な活動を
行って頂きたいです。
　今年度の地区運営方針は「ロータリーの心で友情
を深めよう」です。楽しくない、友情も育まれない
ようなクラブに入り活動を共にしたいと思う人はい
るでしょうか。一人ひとりのロータリアンが楽しみ
ながら、奉仕の理想で活動してほしいと思います。
　地区としては、ローターアクトに対しての支援や
DEIの促進、イメージアップに今以上に力を入れて
いく所存です。またロータリーの友やガバナー月信
はとても良い教材であり、とても面白い読み物でも
あるのでぜひ活用して下さい。来年の5月にシンガ
ポール国際大会が開催されますので大熱の皆様の
ご参加お待ちしております。
　以上、第2560地区のクラブ運営、これから進むべ
き道筋、今の状況からいかに先に！明るい光を見い
出す方向に進んで行くか！私の気持をお話しさせて
頂きましたが、より具体的にそれらの課題の実現に
向けて実行して行く為に髙橋直前ガバナーの下に
昨年度、研修準備委員会が設置され活動が始められ
ました。そして米山年度には地区研修委員会を立ち
上げ、南雲年度から本格的に軌道に乗せるために、
地区で研修する機会を設ける事になりました。活性
化の重要課題としては
　①地区研修の強化
　②地区事務所の更なる機能強化
　③分区の再編について
　④災害への対応について、などです。
　上記の課題に取り組み、地区やクラブの活性化を
強力に支援する「地区研修委員会」です。組識は
佐藤真PDG、各クラブからロータリーに精通した
17名の研修チームに髙橋秀樹PDG、関川博川瀬年度
地区幹事が加わり心強い支援組織が出来ました。
米山年度のスタートと共に活動を開始致しますが、
皆さん一緒に楽しくそして真剣にロータリーの事を
学びましょう。
　髙橋年度より受けたバトンをより良い形で南雲
年度に引き継げる様にご支援とご力をお願い致し
ます。
　結びに、私は79歳になって今自分の人生を振り
返って見ますと、経営者として、そしてロータリ
アンとして歩んで来た人生であったと思います。
私の経営者としての心得は信用第一。人間関係を
大事にして来ました。
　ロータリアンとしての心得は、世の為人の為です。
私にとって世の為人の為に行動する事は、人生の生
き甲斐でもあります。人間もロータリーも死ぬまで
やめられません。
　人が生れたら死ぬまで人であるように、ロータリ

アンも死ぬまでロータリアンです。ロータリーに関
われる事が出来て最高じゃないかと思っています。
　皆さん信用第一に素晴しい人生をロータリーと
共に歩んで行きましょう。

　終りに三条ロータリークラブの今後増々のご発展
をご祈念致しまして講話を終らせて頂きます。ご清
聴ありがとうございました。
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会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　暑い日が続いております。皆様体調
には十分配慮され、元気にお過ごしくだ
さい。最近また新型感染症がジワリと
拡大しているようです。以前とは違いま
すが、また少し注意が必要になっている
ようです。
　本日は、米山ガバナーによる公式訪問

です。米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹事、
よろしくお願いいたします。
　さて、先日弊社の若い社員が、電話の「市外局番」という
ものを知らないと言っていました。確かに、携帯電話では
全ての番号を入力して発信しますが、市内通話、この近辺
では燕、加茂は固定電話であれば「市外局番」は不要です。
そのことを知らないでいることに少々驚いてしまいました。

　先ほどガバナーとの懇談会で、「会長は改革に
ついてどのようにお考えですか？」との問いがござ
いました。私は「改革は大切ですが、過去の経緯を
知り、その問題を解決するよう改革することが必要
だと思います。」と回答いたしました。
　コロナ時代で継承されにくかった過去の三条ロー
タリークラブを今年、できるだけ紡いでいきたいと
思います。

幹事報告
　　　　　　 船越良則 副幹事

◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「第1回ガバナー補佐会議のご案内」
　　　日　時　8月19日（土）受付 16：00～
　　　会　場　長岡市社会福祉センター トモシア
◎地区事務所より
  「国際奉仕フォーラムディスカッションのご案内」
　　　日　時　8月20日（日）受付 13：30～
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎地区事務所より
  「第1回ロータリー財団セミナーのご案内」
　　　日　時　8月26日（土）受付 13：00～
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎第4分区 小出ガバナー補佐より
  「第4分区IMのご案内」
　　　日　時　9月30日（土）受付 13：00～
　　　会　場　ジオ・ワールド ビップ

ニコニコBOX　
ガバナー  米山忠俊様
　米山ガバナーよりニコニコBOXにご協力いただ
いております。ありがとうございます。

吉井直樹会長
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
宜しくお願いいたします。

荻根澤隆雄さん
　先週の当クラブ納涼例会にて親睦委員長早川さん
はじめ委員の皆様、ご苦労様でした。大変に楽し
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ます。

渡辺良一さん
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小林吾郎さん
　紙の加工機を見にベネチアに行ってました。
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　　　　　　　　7月 2 6日分　￥    41,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  174,000

「ガバナー講話」
　　国際ロータリー第2560地区
　　　　ガバナー　米山忠俊 様

　皆さんこんにちは。
　今年度第2560地区のガバナーを
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三条ロータリークラブに伺わせ
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ロータリークラブのお役に立てるように務めさせて
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会長のお話や第2560地区の運営方針等についての
細かい説明やこちらからのお願いは、先の3月の
PETS、5月の地区研修協議会において、参加者の皆
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北四日町というところで育ちました。この時代、
養子というのは珍しいことではなかったのですが、
育ての母が素晴らしい人で、血のつながらない私を
大きな愛で慈しみ育ててくれました。また、父は
戦争で負った傷がもとで若くして亡くなりましたの
で、母が家業の溶接の仕事をし、家族を養っていま
した。私は早く母を楽にしてやりたい、との思いで
中学校を出ると仕事を覚えるために長岡職業訓練校
に行き、その後鉄工所に一年勤め、19歳の時、家業
の米山溶接所を継ぎました。その後米山鉄工所、
米山建設株式会社に名称を変え、業務転換を図り、
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長い闘病の末、ガンでこの世を去った後はがむしゃ
らに会社の規模を拡大することに力を注ぎました。
数年して、会社も軌道に乗り子どもたちもみな独立

すると、ふと私が母からもらった大きな愛を私も誰
かにあげたい。そんな気持ちが大きくなりました。
この自分の気持ちに正直に生きたいと思い、後進に
道を譲る事にしました。会社の社長を弟に譲り、考
えに賛同してくれた幼なじみと再婚し、今は活動を
応援してくれている長男と3人家族で毎日過ごして
います。
　母が私にくれた慈愛の心を、次の世代に受け継ご
うと迎え入れた米山記念奨学生のファム君は、母国
ベトナムと日本の懸け橋になろうと来日した熱い志
をもった青年です。ベトナムから来た当時ファム君
は、アルバイトを三つも掛け持ちしながら、長岡
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になり勉学により集中できるようになったファム君
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連絡をくれます。ファム君は今でも私の事をお父
さんと呼んでくれますし、もちろん私もファム君は
家族、息子だと思っています。
　さて、私とロータリーの出会いは私が40歳の時、
友人から新しいクラブが創立されるので、一緒に
入らないか、と誘われたことがきっかけでした。
それが1986年創立の三条北ロータリークラブでチャー
ターメンバー 26名のうちの1人が私でした。現在
三条北ロータリークラブは創立37年、2006-07年度に
中條耕二ガバナーを輩出したクラブです。現在の
会員数は52名、平均年齢は64.8歳です。
　私は2003-04年度には地区会員増強委員長を務め、
全国1位の栄光を手にしました。また、2006-07年度
に地区副幹事を務めた時には、地区拡大として三条
東ロータリークラブを立ち上げ、特別代表に就任
致しました。
　では、今年度のゴードンRI会長について紹介させ
て頂きます。ロータリーの友7月号にゴードンRI
会長のメッセージや横顔が紹介されていました。
見てない方は7月号を読んで下さい。
　ゴードンRI会長は、イギリス、スコットランドの
歯医者さんで1958年生まれの65歳、26歳でロータ
リークラブに入会した後に国際ロータリーの理事や
各種委員長を歴任されロータリーの様々なことに
精通した方です。今年の正月明けにアメリカのオー
ランドで行われた国際協議会で実際にお会いし講演
を聞いてきたのですが、とても立派な講演でした。
初めてお会いした時は、身長は2メートルもありそ
うなほど高く体の幅も広く黒縁の眼鏡をかけ、一見
怖そうな大男、という印象でしたが、握手をして
挨拶を交わすと和やかで親しみのある心優しい気さ
くな会長さんでした。パートナーのヘザーさんとも
仲が良くいつも寄り添っておられました。

　今年度の国際ロータリーのテーマは「世界に希望
を生みだそう」です。テーマに対する具体的なロー
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ながら様々なことを試みました。その結果、周りの
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ものを知らないと言っていました。確かに、携帯電話では
全ての番号を入力して発信しますが、市内通話、この近辺
では燕、加茂は固定電話であれば「市外局番」は不要です。
そのことを知らないでいることに少々驚いてしまいました。

　先ほどガバナーとの懇談会で、「会長は改革に
ついてどのようにお考えですか？」との問いがござ
いました。私は「改革は大切ですが、過去の経緯を
知り、その問題を解決するよう改革することが必要
だと思います。」と回答いたしました。
　コロナ時代で継承されにくかった過去の三条ロー
タリークラブを今年、できるだけ紡いでいきたいと
思います。

幹事報告
　　　　　　 船越良則 副幹事

◎南雲ガバナーエレクト事務所より
  「第1回ガバナー補佐会議のご案内」
　　　日　時　8月19日（土）受付 16：00～
　　　会　場　長岡市社会福祉センター トモシア
◎地区事務所より
  「国際奉仕フォーラムディスカッションのご案内」
　　　日　時　8月20日（日）受付 13：30～
　　　会　場　ANAクラウンプラザホテル新潟
◎地区事務所より
  「第1回ロータリー財団セミナーのご案内」
　　　日　時　8月26日（土）受付 13：00～
　　　会　場　長岡グランドホテル
◎第4分区 小出ガバナー補佐より
  「第4分区IMのご案内」
　　　日　時　9月30日（土）受付 13：00～
　　　会　場　ジオ・ワールド ビップ

ニコニコBOX　
ガバナー  米山忠俊様
　米山ガバナーよりニコニコBOXにご協力いただ
いております。ありがとうございます。

吉井直樹会長
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
宜しくお願いいたします。

荻根澤隆雄さん
　先週の当クラブ納涼例会にて親睦委員長早川さん
はじめ委員の皆様、ご苦労様でした。大変に楽し
かったです。

　米山ガバナーありがとうございます。
五十嵐晋三さん
　米山ガバナー、三条クラブ一同心より歓迎申し
上げます。本日はご指導よろしくお願いいたし
ます。

渡辺良一さん
　キケンな日々が続きます。くれぐれもご自愛下さい。
　米山ガバナーようこそ三条RCへ。よろしくお願い
致します。

野崎喜一郎さん
　暑い、暑い、暑い。
　米山ガバナー公式訪問ありがとうございます。
　体調を崩さないように。
小林吾郎さん
　紙の加工機を見にベネチアに行ってました。
The 観光地でした。お土産はありません。

中村友昭さん
　先週は納涼例会おつかれ様でした。
外山浩玲さん
　暑いでなく、熱いです。
　米山ガバナー宜しくお願いします。
梨本次郎さん
　先日、大学1年生と高校1年生の娘と3人でライブ
に行ってきました。とても幸せな時間を過ごせま
した。

　本日は米山ガバナー訪問ありがとうございます。
渡部　宏さん、　 重山直明さん、　 嘉瀬一洋さん、
小越憲泰さん、　 明田川賢一さん、 渋谷政道さん、
安達俊明さん、　 西山徳芳さん、　 丸山行彦さん、
高橋俊樹さん、　 斎藤弘文さん、　 松永一義さん、
歸山　肇さん、　 金子俊郎さん、　 中村和彦さん、
松永隆夫さん、　 五十嵐博宣さん、 衛藤泰男さん、
高橋　司さん、　 杉山幸英さん、　 石橋育於さん、
早川滝徳さん、　 柳取崇之さん、　 成田秀雄さん、
船越良則さん、　 野水靖之さん、　 菊池　渉さん、
丸山鉄兵さん
　米山ガバナー、小出ガバナー補佐、石黒地区幹
事を心より歓迎申し上げます。ご指導よろしく
お願いいたします。

　　　　　　　　7月 2 6日分　￥    41,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  174,000

「ガバナー講話」
　　国際ロータリー第2560地区
　　　　ガバナー　米山忠俊 様

　皆さんこんにちは。
　今年度第2560地区のガバナーを
務めさせて頂きます米山でござ
います。本日は公式訪問として
三条ロータリークラブに伺わせ

て頂きました。
　吉井会長、小林幹事、会員の皆様、公式訪問開催
にあたりご尽力頂きましてありがとうございました。
三条ロータリークラブが私の8回目のクラブ訪問に
なります。まだまだなりたてホヤホヤで大変緊張
しておりますが、今日は地元三条での公式訪問で
喜びもあります。こちらのクラブには、私や北ロー
タリークラブが大変お世話になっております。三条
ロータリークラブのお役に立てるように務めさせて
頂きますので、宜しくお願い致します。
　本日は時間の制約もありますので、ゴードンRI
会長のお話や第2560地区の運営方針等についての
細かい説明やこちらからのお願いは、先の3月の
PETS、5月の地区研修協議会において、参加者の皆
さんからしっかり勉強して頂きましたので、今日は
簡潔にお話しさせて頂きます。
　まず簡単な自己紹介と私のロータリー歴を、そし
てゴードンRI会長の紹介、最後に地区運営方針につ
いてお話しさせて頂きます。最初に自己紹介をさせ
て頂きます。
　私は1944年4月22日生まれ、現在79歳になりま
した。私は、養子でございまして、3歳から三条市
北四日町というところで育ちました。この時代、
養子というのは珍しいことではなかったのですが、
育ての母が素晴らしい人で、血のつながらない私を
大きな愛で慈しみ育ててくれました。また、父は
戦争で負った傷がもとで若くして亡くなりましたの
で、母が家業の溶接の仕事をし、家族を養っていま
した。私は早く母を楽にしてやりたい、との思いで
中学校を出ると仕事を覚えるために長岡職業訓練校
に行き、その後鉄工所に一年勤め、19歳の時、家業
の米山溶接所を継ぎました。その後米山鉄工所、
米山建設株式会社に名称を変え、業務転換を図り、
事業の範囲も三条から県全域にそして全国にと拡大
し現在に至っております。
　また、私は26歳の時に結婚し、ありがたいことに
男児3人を授かりました。そして、60歳の時、妻が
長い闘病の末、ガンでこの世を去った後はがむしゃ
らに会社の規模を拡大することに力を注ぎました。
数年して、会社も軌道に乗り子どもたちもみな独立

すると、ふと私が母からもらった大きな愛を私も誰
かにあげたい。そんな気持ちが大きくなりました。
この自分の気持ちに正直に生きたいと思い、後進に
道を譲る事にしました。会社の社長を弟に譲り、考
えに賛同してくれた幼なじみと再婚し、今は活動を
応援してくれている長男と3人家族で毎日過ごして
います。
　母が私にくれた慈愛の心を、次の世代に受け継ご
うと迎え入れた米山記念奨学生のファム君は、母国
ベトナムと日本の懸け橋になろうと来日した熱い志
をもった青年です。ベトナムから来た当時ファム君
は、アルバイトを三つも掛け持ちしながら、長岡
技術科学大学で勉強していました。米山記念奨学生
になり勉学により集中できるようになったファム君
は大学院を卒業後日本の会社に就職し、出向という
形でベトナムのハノイで毎日頑張っていると、よく
連絡をくれます。ファム君は今でも私の事をお父
さんと呼んでくれますし、もちろん私もファム君は
家族、息子だと思っています。
　さて、私とロータリーの出会いは私が40歳の時、
友人から新しいクラブが創立されるので、一緒に
入らないか、と誘われたことがきっかけでした。
それが1986年創立の三条北ロータリークラブでチャー
ターメンバー 26名のうちの1人が私でした。現在
三条北ロータリークラブは創立37年、2006-07年度に
中條耕二ガバナーを輩出したクラブです。現在の
会員数は52名、平均年齢は64.8歳です。
　私は2003-04年度には地区会員増強委員長を務め、
全国1位の栄光を手にしました。また、2006-07年度
に地区副幹事を務めた時には、地区拡大として三条
東ロータリークラブを立ち上げ、特別代表に就任
致しました。
　では、今年度のゴードンRI会長について紹介させ
て頂きます。ロータリーの友7月号にゴードンRI
会長のメッセージや横顔が紹介されていました。
見てない方は7月号を読んで下さい。
　ゴードンRI会長は、イギリス、スコットランドの
歯医者さんで1958年生まれの65歳、26歳でロータ
リークラブに入会した後に国際ロータリーの理事や
各種委員長を歴任されロータリーの様々なことに
精通した方です。今年の正月明けにアメリカのオー
ランドで行われた国際協議会で実際にお会いし講演
を聞いてきたのですが、とても立派な講演でした。
初めてお会いした時は、身長は2メートルもありそ
うなほど高く体の幅も広く黒縁の眼鏡をかけ、一見
怖そうな大男、という印象でしたが、握手をして
挨拶を交わすと和やかで親しみのある心優しい気さ
くな会長さんでした。パートナーのヘザーさんとも
仲が良くいつも寄り添っておられました。

　今年度の国際ロータリーのテーマは「世界に希望
を生みだそう」です。テーマに対する具体的なロー
タリーのビジョンとして皆さん全員に暗記していて
ほしいと思う部分があります。それは「私たちは、
世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続
可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り
合って行動する世界を目指しています。」という
言葉です。ロータリー活動すべてにおける目標は、
破壊的な紛争から世界が立ち直れるように、希望を
取り戻すことです。そうすれば、私たち自身のため
に持続可能な変化をもたらすことが可能となり
ます。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある
未来の土台を築いています。私たちが得意とするこ
とを継続すると同時に、変化に対して前向きになり、
世界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げ
ば、ロータリーはより平和で、より希望のある世界
を築く手助けができます。継続していくべき活動、
例えばローターアクトクラブとの協力やDEIの促進、
ポリオ根絶などは力強く継続していく、しかし一方
で、世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
視点を、進んで受け入れていくこともとても重要で
す。」
　最後に2560地区の話をさせて頂きます。
　私が入会した1986年からはもちろん、たった3年
前の2020年からも社会構造はガラッと変わりまし
た。人口動態が変わり、変化のスピードが加速し、
コロナ禍における社会の変容もまだこの先続いてい
くでしょう。
　日本国内において、会員数はピーク時13万人を
超えていましたが現在では9万人を割っています。
会員の減少は全国的な問題で、人口の減少が要因の
部分が大きく2560地区でも同じです。会員減少を
いかに防いでいくかは、クラブ会長をはじめ会員の
皆さん一人ひとりが真に自分のクラブをよくしたい
という気持ちで増強に取り組むしかないと思いま
す。会員減少による資金不足により奉仕活動が減少、
活動の規模が縮小するなど様々な支障が出てきて
います。近年では頸北クラブ、五泉クラブが残念な
がら解散してしまいました。分区、各クラブは会員
減少を防ぐよう、クラブ解散にならないよう一層の
努力をお願い致します。先ほど、会員増強で全国
1位になった、という話をしましたが、私が目を付
けたのは女性会員の増強でした。増強委員で手分け
してすべてのクラブを回ったり、東京から女性会員
の方に来て頂きセミナーを開催したりと、手探り
ながら様々なことを試みました。その結果、周りの
皆様の助力のおかげで、全国1位というタイトルを
戴くことができました。時代も変わりましたので、
具体的な参考にはならないと思いますが、ぜひ当時

の私たちのように試行錯誤しながら、様々な活動を
行って頂きたいです。
　今年度の地区運営方針は「ロータリーの心で友情
を深めよう」です。楽しくない、友情も育まれない
ようなクラブに入り活動を共にしたいと思う人はい
るでしょうか。一人ひとりのロータリアンが楽しみ
ながら、奉仕の理想で活動してほしいと思います。
　地区としては、ローターアクトに対しての支援や
DEIの促進、イメージアップに今以上に力を入れて
いく所存です。またロータリーの友やガバナー月信
はとても良い教材であり、とても面白い読み物でも
あるのでぜひ活用して下さい。来年の5月にシンガ
ポール国際大会が開催されますので大熱の皆様の
ご参加お待ちしております。
　以上、第2560地区のクラブ運営、これから進むべ
き道筋、今の状況からいかに先に！明るい光を見い
出す方向に進んで行くか！私の気持をお話しさせて
頂きましたが、より具体的にそれらの課題の実現に
向けて実行して行く為に髙橋直前ガバナーの下に
昨年度、研修準備委員会が設置され活動が始められ
ました。そして米山年度には地区研修委員会を立ち
上げ、南雲年度から本格的に軌道に乗せるために、
地区で研修する機会を設ける事になりました。活性
化の重要課題としては
　①地区研修の強化
　②地区事務所の更なる機能強化
　③分区の再編について
　④災害への対応について、などです。
　上記の課題に取り組み、地区やクラブの活性化を
強力に支援する「地区研修委員会」です。組識は
佐藤真PDG、各クラブからロータリーに精通した
17名の研修チームに髙橋秀樹PDG、関川博川瀬年度
地区幹事が加わり心強い支援組織が出来ました。
米山年度のスタートと共に活動を開始致しますが、
皆さん一緒に楽しくそして真剣にロータリーの事を
学びましょう。
　髙橋年度より受けたバトンをより良い形で南雲
年度に引き継げる様にご支援とご力をお願い致し
ます。
　結びに、私は79歳になって今自分の人生を振り
返って見ますと、経営者として、そしてロータリ
アンとして歩んで来た人生であったと思います。
私の経営者としての心得は信用第一。人間関係を
大事にして来ました。
　ロータリアンとしての心得は、世の為人の為です。
私にとって世の為人の為に行動する事は、人生の生
き甲斐でもあります。人間もロータリーも死ぬまで
やめられません。
　人が生れたら死ぬまで人であるように、ロータリ

アンも死ぬまでロータリアンです。ロータリーに関
われる事が出来て最高じゃないかと思っています。
　皆さん信用第一に素晴しい人生をロータリーと
共に歩んで行きましょう。

　終りに三条ロータリークラブの今後増々のご発展
をご祈念致しまして講話を終らせて頂きます。ご清
聴ありがとうございました。
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　　次々週例会　 8月16日   　　クラブ休会

　　次 週 例 会　 8 月 9 日   　　「会員卓話」　菊池　渉 会員

8月のお祝い
◎会員誕生祝
　25日　中村友昭さん
　28日　小林吾郎さん

◎夫人誕生祝
　 4日　田久保和紀さん（良さん）
　 8日　成田久美子さん（秀雄さん）
　11日　渡辺ひとみさん（良一さん）
　14日　近藤律子さん　（雄介さん）
　15日　落合智子さん　（孝夫さん）
　18日　石橋久子さん　（育於さん）
　27日　佐野美知子さん（勝榮さん）

◎結婚記念祝
　15日　落合孝夫さん　（智子さん）

◎100％出席賞
　18年　中村和彦さん
　 9年　野崎 喜一郎さん
　 4年　歸山　肇さん

例会の様子


